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No. 

、
中漂っねじさん(100.・長入)

rj1聖書究者t~うのが大好きですJ

-
長
寿
者
の
横
顔

金田義ーさん(98綾 ・同)

「近所を倣歩しています」

このほか、錦織以上の畏罰事者は…。

爆阿いさん000歳・大手町)、池図書和治
さん(99歳・海野町)、橋詰明石さん (99
..徳田)、村井やすのさん (9日成 ・中常

国)、よ原健料さん(9811.木町)、山辺は
るじさん(98歳・倉升)、畏谷川ゆきさん
(98. .五加}がいらっしゃいます。

• 
9月15日は叡老の目。上田市|こは8月T日現在で、

市内最高齢の広瀬さくさん (101~歳・十人)をはじめ、

95歳以上のお年寄りが、 71人(男19人、女52人)、 98歳
以上では14人(男3人、女11人)もいらっしゃいます。

この中から6人のお元気な顔を紹介します。

マ、:しお元気τ…まヲ、、

〈再生紙を使用しています〉



高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策

(2) 7 9. a;報うえだ6.

お
年
寄
り
の
交
通
事
故
の
原
因

「h
父
一
池
山
別
行
」
と
い
わ
れ
る
お
年
市
り
の
火

υ

泌
が
欣
。
ど
う
し
て
い
仙
齢
行
の
交
油
引
は
が

m

え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

お
年
寄
り
れ
身
、
作
?
を
市
一
ね
る
に
つ
れ
体
h

が
低
ド
し
、
誕
動
能
h
M
や
反
射
神
経
が
以
え
ま

す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
無
理
な
飛
び
山
し

ゃ
横
断
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
事
の
は
う
が
止

ま
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う

t
い
う
よ
う
な
「
思
い

込
み
」
を
し
た
り
す
る
よ
と
に
原
悶
が
あ
る
よ

う
で
す
。

交
通
事
故
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
は

品
近
の
、
こ
の
よ
う
な
お
年
寄
り
の
引
依
を

な
く
す
た
め
の
注
ぷ
点
を
紺
介
し
ま
す
。

-
慌
て
な
い
、
急
が
な
い
、
無
理
を
し
な
い

が
此
の
約
7
訓
は
歩
行
中
ゃ
れ
転
中
束
市
中

に
花
午
.
し
て
い
ま
す
。
道
路
を
械
断
す
る

t
き、

れ
転
市
な
ど
で
交
追
点
を
山
が
る
と
き
に
は
、

特
に
比
な
が
必
要
で
す
。

-
夜
は
自
転
車
や
バ
ッ
グ
に
反
射
材
を
付
け
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
目
立
つ
よ
う
な
意
識
を

品
行
中
の
托
亡
事
政
は
、
タ
ル
H

が
れ
か
ら
伎
の

・6
'
l
l

，e-sip
，
，
、
••• 

j
.
，.

H
 

W
H
4
に
茅
〈
刊
に

γ儲
l
時
か
ら
uo
附
に

か
け
て
の
が
放
の
発
午
.が
全
体
の
l
別
近
く
そ

山
め
て
い
ま
す
。
夜
間
の
が
故
防
止
に
は
市
の

ラ
イ
ト
を
受
け
て
た
る
反
射
材
(
テ
!
ブ
、
フ
レ

ー
ト
な

E
が
市
販
さ
れ
て
い
る
)
が
わ
れ
効
で
す
。

・

『
慣
れ
」
に
頼
ら
な
い
慎
重
な
運
転
を

h
H
動
車
乗
市
中
の
お
年
宿
り
の
事
政
死
粁
数

が
こ
こ

5
年
で
倍
増
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
む
増
え
、
「
交
通
弱
者
」

t

さ
れ
る
お
年
寄
り
が
、

一
転
、
加
害
者
に
な
る

ケ

l
ス
も
少
な
{
あ
り
ま
せ
ん
。

ド
ラ
イ
バ
ー
も
高
齢
者
に
注
意

e

方
、
て
、
自
動
山
下
を
述
転
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

も
、
「
お
年
寄
り
が
歩
い
て
い
る
」
「
円
転
半
に

来

っ
て
い
る
」

t
い
う
こ
と
を
雌
認
し
て
、
徐

行
を
す
る
な
ど
、
故
以
け
の
注
品
川
叩
を
払
う
こ

t
が

大
切
で
す
。

そ
し
て
以
む
大
切
な
こ
と
は
、
正
し
い
交
通

ル
l
ル
や
マ
ナ
ー
を
身
仁

つ
け
て
お
く
こ
と
。

つ
ま
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー

t
し
て
中
1
然
の
こ
t
を

し
て
い
れ
ば
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ

t
が
で

き
る
の
で
す
。



れ
る
よ
う
に
心
が
け
る
。

③
身
体
が
弱
っ
て
い
た
り
、

な
出
齢
者
の
外
山
時
仁
は
、

高
齢
者
の
交
通
事
欣
守
防
ぐ
に
は
、
家
庭
の
添
う
よ
う
に
す
る
。

瑚
鮮
と
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
り
、
そ
の

④
外
出
時
に
は
、
す
ぐ
に
身
広
が
分
か
る
よ
う

果
た
す
役
割
は
純
め
て
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

な
も
の
を
身
仁
析
け
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

①

n
ご
ろ
か
ら
交
通
安
全
に
つ
レ
て
の
訪
し
へ
い

⑤
高
齢
者
の
交
通
安
全
識
門
会
へ
も
引
い
範
的
仁

レ
(
交
述
友
人
上
家
版
会
議
)
の
機
会
ぞ
設
け
る
。

家
族
が
参
加
す
る
こ
と
が
噌
ま
し
い
。

②
市
齢
者
の
心
の
干
静
さ
が
い
や
欣
防
止
に
と
っ
・
問
い
合
わ
せ
交
通
対
策
課
(
内
綿
1
5
6

て
尻
誌
で
あ
る
の
で
、
千
穏
な
日
常
午
前
を
単

2
)
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e
i
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j
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f
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一

長

生

き

し

て

ね

か

た

が

け

が

を

し

て

い

ま

す

。

…

…

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
高
齢
者
事
故
の
特
徴
と
し
て
は
、

…

死
亡
事
故
の
大
半
が
歩
行
中
で
、
夜

b

M

上
問即時
、
け
伐
将
交
通
線
長

聞
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

一

奥

和

夫

さ

ん

刊

自
転
車
事
故
の
多
く
が
、
出
会
い
が
肝

…

長

野

県

下
は
、
高
齢
化
先
進
県
と
し
ら
事
故
で
す
。

…

…
言
わ
れ
て
お
り
、
全
国
平
均

よ

り

も

交

通

事

故

に

遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

…

一
早
く
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

①

横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

…

…
上
田
地
方
も
県
下
と
ほ
ぼ
同
じ
ス

②
車
の
す
ぐ
前
や
後
ろ
の
横
断
は
や
一

で
日
歳
以
上
の
高
齢
者
が
増
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
道
路
の
斜
め
横
山

ま
す
。

断
も
禁
物
で
す
。

叫

な
中
、
高
齢
者
が
交
通
事
故

③
夜
間
の
歩
行
に
は
、
目
立
つ
服
装
…

、
亡
く
な
っ
た
り
、
け
が
を
や
反
射
材
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

~

件
数
も
増
加
す
る
傾
向
に
あ

④
自
転
車
に
乗
っ
て
広
い
道
へ
出
る

…

と
き
は
、
い
っ
た
ん
止
ま
り
、
安
全

…

末
現
在
、
県
下
で
は
、
交
通
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

…

よ
り
既
に
お
人
も
の
高
齢
者

ω急
に
進
路
を
変
え
な
い
よ
う
に
し

…

な
っ
て
お
り
ま
す
。
上

回

警

ま

し

ょ

う

。

町

内
で
も
昨
年
よ
り
l
名
多
い

⑥
夜
間
は
、
必
ず
ラ
イ
卜
を
つ
け
て
一

か
た
が
亡
く
な
り
、

引
人
の

走
り
ま
し

・
?
っ
。

M

j
y
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高
齢
者
の
安
全
と
家
族
の
役
割

9月21日制~叫附全醐安全運動 1

青
山
-hv
こ
不
い
に
九
五

*
T
L
Tム
n
l
ノ

z
'
J

で
き
る
だ
け
付
き
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，
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間夜

県警音楽隊・カラーガード隊も出演

-一一一反射材着用の普及促進・夜間歩行中の事故撲滅

高齢者支通安全
ピカビカナイト大会

午後2時30分""'5時何分
(材木町?丁目)

目9月20日(火)
田 中央公民館

f)x:q・f村つけて安心依のJ11J

アトラクション(!息子?庁~隊 ・ カラーガー ド隊)

/反射村のデモンス 卜レー ション/交通安全腹

話術/交通安全下品(反射材を前mした下品)

/交通安全川何Iljeu/交j岳災令作発クイズ(全

員参加による!時九伐 1)戦クイズ)/(lヵ・

大門Iflf-rJi役所Jiij(先鋭1.;1:ノ什、カ一、11317子託業

隊 ・カラーガード隊)

交通付設諜 (1人H~n5(j2)

-大会スローガン

・屋内イベント

-市内パレード

7 

-問い合わせ

9. 広報うえだ6.[3) 



。短詩型文学祭
中央公民館

~日常の感動を作品に~
主催/上田市教育委員会・短詩型文学祭実行委員会

-短詩型文学祭の応募規定

郡門 制限 応 募 方 法

短歌 1首以内 ①85大の400字詰め原稿用紙を使用。

俳句 2句以内
@最初に部門名を赤で書く。
③次に住所・氏名 ・筆名 ・電話番号を記入する。

)11 柳 ε旬以内 (小・中・高校生は学綬名・学級も記入)
@作昂をかい書で、はっきり書く。

現代詩 2線以内 ⑤題は自由で、作おは未発表作に限る。

f>投稿料 1部門につ き300円(小・

11'1・高校生は無料、郵送の場介

は作品lこ300l' Jの郵便小為杯

~同封・) f>締め切り 10月

7 1=1(剣までに fT386上

間市材木IlJr1 -2 - 3 

IJ [I，ti中央公民館J

(岱⑫0760)へ。

-作昂を募集します

勺
ジ
ョ
イ
ン
ト

コ
ン
サ
ー
ト

........ 

※
チ
ケ
ッ
ト
は
市
内
公
民
館
、
琴
光
堂
、
上
田
西
武
で
お
求
め
く
だ
さ
い

食
欲
の
グ

( 

秋

教
委
の

d
r
J
 

F
 

J
/
 

秋
9月23管
午後2時~

(4 ] 

1，000円

文化会館

7 9. 

入場料

広報うえだ6.

プログラム
砂マーラー

歌曲集「さすらう若人の敏J

'イタリ戸古典叡曲より

私の恋しいアマリリよ/ガンジス河に陽は昇り/

オ・ソレ・ミオ/力一口・ミオ・ぺン/ラルゴ

砂日本持惰叡曲

中国地方の子守歌/Ji木の子守敏/砂山/出船/

平城山/~郁子の実(合喝)

bベートーヴェン

ピアノソナタニ短調Op.3ト2rテンペストJ

d
r
/
e
 



文化会館一
中央公民館司

~e 

ぷ_.

.問い合わせ/ 中央公民館 (ft②0760)

|高齢者・成人学級叫ゅのr健康講座J一 一-Ii 

飲
み
水
講
座

マ
と
き
午
後
1
時
初
・分
1

3
時、

た
だ
し
最
終
日
は
午
後
1
時

i
5
時

マ

と

こ

ろ

小

央

公

民

知

マ

講

師

し

し

川

薬

剤

師

会

マ

定

員

部

人
(
山
中
込
順
}
マ
受
講
料

i
l
o

川

マ
申
し
込
み

9
川
5

M
聞
か

ら
交
品
料
を
添
え
て
・
中
央
公
民
館
へ

心
と
体
の
健
康
講
座

マ

と

き

午

前

m時
l
d，
午
、
た

ゴ
!
M
0
1
2
泡

i
ま
じ
ー
を
1
h寸
h
j

・q
h
ソ

1
1
1
J
2
i
l
'
f
H
1
1
t
 

r主
マ

と

こ

ろ

中

央

公

凶

町

マ
定
員
お
人
{
小
込
順
}
マ
受
講

料

1
1
0
川
{
材
料
的
は
中
1

川
%

悦
)
マ
申
し
込
み

9
け
-
J
H
m
か

ら
そ
品
川
V
T添
え
て
・
中
央
公
民
館
へ

「成人セミナー」日程表

月 日 内 容 1高 舗

9月29自然
水質基準てなんだろう?

水をテストしてみよう

ε 101司5日切
上回の飲み水はどとカ、らきているのか? 1 
水を浄化する方法について 小林純ーさん l 

3 10月12日閉
安全でおいしい飲み水を得るには?

家庭でできる工夫など

4 10月29白羽 浄水患や検査センターの見学(現地研修)
lsl 郊昌さん

• 

中央公民館の生涯学習市民大

学「歴史講座」では、上田郷櫓

門完成を記念して、市民の皆さ

んI~j二田誠の沿革と全園的な意

義を認識してもらうだめ、次lこ

より特別公開講座を開きます。

どなだでも参加できます(入場

無料L奮ってご参加ください。

月 臼 内 倒田肉町

講 飾

9月27日伏)
若さの栄養学(悩と策費1) 真山塞登子さん

…身体との関わり… (元上田保健所長) I 
2 10月4日tJ.O 健康体j黛・マッサージ・.. m辺保子さん

3 10月17日伺 指先を使いましよう
小称泰子さん!1Jりばし入れ作り...

4 101毛22日土，
講演会(公開U) 水野 量産さん
2∞l年畏寒菌、日本人の鑓.，t・.. (医事評論家)

5 11月 18火 お料理・畏隻き、鍵やか人生の食事 山本すみ子さん
.....___._ 

r心と体の健康講座J 日程表• 

• ・10月l日住)
(午後2時-4時)

@診
・文化会館

@静
・平井聖さん

-黒坂周平さん
(長野県文化財保護協会長)

・「心と体の健康m鹿」の、 10月22日出は「公開調座」で、どなたでも参加できます。[5 ] 7 9. 広聾うえだ6.



出
川
千
に
は
多
く
の

.h治
文
化
財
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
中
で
も
抑
川
の
金
・
ト一

.h-uR輪
併

は
県
宝
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
五
輪
出
川と
し
て

は
県
ド
、
て
最
も
古
く
、

ま
た
大
き
い

こ
と
て
も

知
ら
札
て
い
ま
す
。

高
さ
.
一メ
ー
ト

ル
余
。
雄
大
な
風
格
の
こ
の

五
輪
搭
は
鎌
合
時
代
の
建
立

t
伝
え
ら
れ
、

舞

川
に
金
正
曜
を
他
て
た
渋
谷
上
位
人
道
ハ
順
の

供
接
府
と
与
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ι輪
併
の
瓦
つ
の
「
引
は
地
輪
、

水
輪、

火
輪
、

風
輪
、
由
工
愉

t
呼
ば
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は

「物

質
構
成
の
要
素
で
あ
る
五
大
を
円
輪
に
擬
し
て

い
う
週
間
」
(
『
広
静
苑
』
)
・
と
説
明
さ
れ
て
い
ま

す。
舞
聞
の
集
協
を
日ん
お
ろ
す
小
高
い
庄
の
う
え

に
は
「
金
斤
融
之

長
」
と
刻
ま
れ
て
拡
標
が
ひ

っ
そ
り
と
也
っ
て

い
ま
す
。
い
い
川
さ
は
ム

H.h
を
ふ

く
め
て
約
.. メ
ー
ト
ル
。
肝
づ
・iη
行
の
ぷ
川
を

県
下
最
古
の
五
輪
塔
立
つ

鎌倉時代に建立された供餐塔と伝えられ、五輪塔と しては県下最大・最古の金玉石造五輪塔(県宝)

広報うえだ6. [6 J 7 9. 

川
川

l
H
は
仰
山

U
縦
の
け
で
す
。
市
で
は

こ
れ
仁
あ
わ
せ
丈
、
出
1
川
卜
h

川
市
郎
市
民
側
蹴

抗
を
募
集
し
ま
す
。

わ
た
し
た
ち

一
人
ひ

t
り
が
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
し
、
建
築
物
な
・
ど
の
開
制
改
築
時
や
日
常
生

活
の
中
で
の
ち
ょ
ゥ
と
し
た
仁
犬
や
配
慮
に
よ

り
、
長
し
い
ま
ち
枚
み
れ
ゼ
削
り
あ
げ
る
こ

t
が

で
き
ま
す

上
川
市
w
仰い山川
M
制
引
は
、
こ
う
し
た
・l
犬
や

配
雌
が
な
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
に
氏
献
し
て
い

る
住
築
物
な

E
の

m胞
設
や
例
入
、
同
体
を
良

川
似
し
、
そ
の
奨
励
と

-UHMな
都
市
民
観
を
汗
叫
は

し
て
い
き
ま
す
。

マ
対
象

.n内
で
過
去

5
年
以
内
仁
新
築
ま
-T、

は
改
築
さ
れ
た
往
築
物
、
工
作
物
、
広
行
物
、
生

け
略
、
ま
ち
枚
み
、
道
的
、
公
同
、
河
川
な
E
J
t
、

計
鋭
、
企
州
、
ぷ
灯
、
拘
l
aな
ど
が
.俊
秀
な
も
の

ま
た
は
.俊
れ
た
都
市
計
制
の
形
成
に
川
剛
院
引
な
功

紛
の
あ

っ
た
川
休
ま
た
は
例
入
。
た
だ
し
、
生

け
M.
な
ど
の
年
政
ぞ
必
要
と
す
る
も
の
は
完
成

年
度
に
・
』
だ
わ
り
ま
せ
ん
。
な
お
節
1
川
、
都
2

M
郡
山
景
観
抗
の
交
杭
狗
設
は
刈
象
外
で
す
。

マ
応
募
(
推
薦
)
方
法

・
付
加
、
他
的
は
問
い

ま
せ
ん
。
所
定
の
応
募
{
般
的
)
川
紙

(建
築

指
導
ぷ
に
川
立
)

に
必
要
市
P4
e記
入
し
‘
往

築
指
導
ぷ
ま
で
郵
込
か
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
応
募
(
推
薦
)
期
間

9
川
9

N
仰

1
m川

7
H
耐
{
中
1

日
消
印
“
効
}

マ
審
査
・

選
考
し
し
川
出
剛山
市
計
脱
杭
巡
智
安



け
ず
っ

た-』
の
墓
は
詩
人
に
ふ

さ
わ
し
い
お
も

む
き
の
も
の
で
す
。

さ
む
、ぎ
れ
U
と
太
陽
(
ひ
)
が
お
ち
た

母
と
二
人
し
て
ふ

る
さ
と
の
停
留
所
仁
ま

つ
。

長
年
の
問
旅
に
あ
り
て

い
ま
み
ず
み
ず
し
か
り
し
母
の
障
の
老

い
を

見
る
。

電
車
が
見
え
な
い
。

(下
略
)

「故
郷
冬
景
」

(
大
正
十
五
年
)
と
い
う
こ
の

詩
は
母
と
二
人
、て
舞
町
駅
か
ら
別
所
温
泉

へ
行

く
と
き
の
情
景
で
す
が
、
故
郷
へ

ょ
せ
る
川
怖
い

思
い
が
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。

金
井
融
は
明
治
三
十
二
年
に
こ
の
地
で
生
ま

れ
、
山
中
塩
出
小
学
校
か
ら
上
出
中
学
へ
進
み
、

母
校
の
小
学
校
な
ど
で
代
用
教
員
を
し
な
が
ら

松
本
高
械
を
経
て
、
昭
和
三
年
に
東
大
を
卒
業

し
ま
し
た
。

松
本
高
校
時
代
か
ら
の
税
友
だ
っ
た
円
井
吉

見
は
長
編
小
説

『安
曇
野
』
に
金
井
融
を
実
名

で
登
場
さ
せ
そ
の
思
惣
的
な
苦
闘
な

E
を
生
き

生
き
と
描
き
出
し
て
い
ま
す
。

彼
は
昭
和
八
年
、

三
十
四
蔵
の
若
さ
で
没
し

ま
し
た
が
、

遺
稿
集

『永
遠
な
る
郷
上
』
に
は
、

詩
の
ほ
か
に
評
論
、
随
筆
な
ど
も
多
く
円
ん
ら
れ

文
学
活
動
の
再
評
側
が
ま
た
れ
て
お
り
ま
す。

員
会
で
等
市
川
・
選
考
し
ま
す
。

マ
表
彰

建
築
、，k
な
ど
に
対
し
て
は
賞
状
お
よ

び
銘
板
を
、
設
計
名
、
施
正
将
、
川
体
な
ど
に

対
し
て
は
抗
状
を
附
り
ま
す
。
表
彰
式
は
日
日

ぞ
予
定
し
て
い
ま
す
。

美しい上回を作りましょう

大
「

*七
女タ
飾
り
L-

美
を
替安 上回の「七夕祭り」が 8月5日から同 7日

ヲ女まで、海野町通りで開かれました。各商庖で

女 趣向をこらした七夕飾りが立ち並び、歩行者

天国となった通りには多くの人が訪れ、短冊

に願いを書く子どもなども見受けられました。

女

*第

* 1 
分
団
優
勝
で
凱 ‘ 8月7日に行われた県消防ポンプ操法大会

旋こ r 1部ポンプ車の部J で、 上田市消防団第 l

去介団が見事優勝を果たし、市内目抜き通りで

凱旋のパレー ドを行いました。同介団は、 10

月13日闘に横浜での全国大会に出場します。

8月10日は、恒例の上田の花火大会。上田

橋上流からスターマイン、尺玉などが次々と

打ち上げられ、夜空を彩りました。この日は

実気も良野だったため、おおぜいの人たちが
たん酌う

訪れ、真夏の風物詩を堪能していました。

カメラスケッチ

7 9. 広報うえだ6.

r----

* *夏
大の
風
物
詩
夜
りり
二己

彩‘る円

* 
* 
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石久摩神社周辺(上回原)
f 

「
古
戦
場
」
を
し
の
ぶ

川
松
本
街
道
が
築
地
か
ら
上
川
聞
に
人

。‘
L
〈

去

る
坂
の
途
中、

.h段
を
殺
る
と
、
石
久
胤
ゆ

神
社
が
あ
り
ま
す
。

時
処
立
年
代
は
不
詳
、
か
入
政
元
年
(
1
8
1

8
)
に
拝
殿
が
再
築
に
。
主
必
附
か
ら
山

て
き
た
市
い
額
に
は
「
誠
方
」
の
文
字
が
あ

り
、
元
は
諏
訪
社
だ

っ
た
と
忠
わ
れ
ま
す
。

叩
年
程
前
に
河
川
改
修
さ
れ
て
し
ま
い

8

・、

ま
し
た
が
、

Mmれ
の
い
山
ぶ
の
、
断
法
ド
ぞ

ふ
ーら

流
れ
る

-N.川
の
辺

t
は
、
「
石
久
摩
淵
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
神
社
お

が
き
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

天
文
げ
年

(1
5

4
8
)
砂
原
峠
を
経

ぇ、

k
川
に
姿
を
現
し
た
武
阿
倍
玄
(
山
l

時
は
哨
伝

)
tそ
れ
を
迎
え
討

っ
た
村
上

義
清
が
激
し
く
戦
い
令

っ
た
の
が
、
有
名

な
「
上

m原
A

作
戦
」
で
す
。
北
口
そ
し
の
ん

で
境
内
に
は
、
附
和
村
年
地
疋
住
民
の
手

に
よ
り
、
『

t
m原
古
戦
場
俳
」
が
挫
て
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
利
印
年
に
挫
て
待
え
ら
れ
た

大
丸
底
の
左
側
の
柱
仁
は
、
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
が
納
め
ら
れ
、
後
軟
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
銭
し
て
い
ま
す
。

お
話
・
松
崎
治
雄
さ
ん
(
訂
歳
・
上
田
原
)

堆肥化と焼却でごみ出さず
中村のぷさん(84歳 ・仁吉田〉

家の~に畑があって、今もいろ

レろな!l'f~を f'lさつ でいます。 普か

ら、ノ1=: ごみは州iの I;IJ~ に穴を聞けて

たいJI巴に、そ の他のごみは畑で焼

却してレました。今で‘は、コンポス

ト (~I~ ごみたい jJ巴化容器)てたい jJE

を作っています。て.すから「ごみ

をfhてるJ という習f口がないんで

す。最近はプラスチックのトレー

やビ、ニーノレノfックなどが多<"れる

ので、ぞれらを?焼却する焼燃機を民って処分しています。

たまたま 1t1iを飼ってかて、缶詰めのエサを.!:j・えているた

めに、 9R き f斤fごけは危険q勿として:t~てるようになっ てし

まいましたが…。おか

げで、仁ホーIJIの1:地は

強*，~ J-.釘だそうですが、

うち の知lは r，9;~ っ l.rく

て軟らかい」と近所で

えわれるんですよ。

ggS〈車
¥込

夢いっぱいの公園

できればいいな f

J

刊
軒

『

2

ち
・

8

紀

引

柑
友

川
川綿

ロハ
f
・・、

両

冒険やア

車もで4 るぞ「者~~~んやお
年寄りも散歩に}盟くなる

ような公園が、盟国市にも

た くさんできればいいなと

思います。

わたしは外で遊ぶのが大

好きです。でもわたしの住

んでいる大屋には、子ども

の遊べる所が少ないです。

実のなる木やお花畑、水

遊びのできる小川があって、

(8) 7 9. 広報うえだ6.
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|食文化の遣い|

そ の ②

イ
ン
ド
を
も
っ
と
見
て
ほ
し
い

イ
ン
ド
と
日
本
で
は
食
文
化
が
だ

い
ぶ
述
い
ま
す
。

イ
ン
ド
で
は
料
町
を
爪
桜
約
千
、
で

食
べ
ま
す
。
カ
レ

ー
も
ご
は
ん
に
か

け
、熱
く
て
も
予
で
食
べ
る
ん
で
す
。

日
本
に
米
て
か
ら
は
ス
プ

ー
ン
を
使

勺
て
い
・手
品
す
が
、
や
は
り
予
て
食
ぺ

な
い
と
、
食
ぺ
た
気
が
し
ま
せ
ん
ね
。

は
し
も
使
え
る
よ
う
じ
な
り
ま
し
た
。

イ
ン
ド
に
帰
勺
た
と
き
、
は
し
を

持
っ
て
行
っ
た
ん
で
す
が
、
使
い
卜
H

を
見
せ
た
ら
「
す
ご
い
」
と
、
み
ん

な
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

料
理
は
み
ん
な
カ

レ
i
味

イ
ン
ド
で
は
中
一
で
は
食
べ
ま
せ
ん
。

必
ず
火
念
日
泊
し
て
、
ス
パ
イ
ス
を
使

い
ま
す
。
イ
ン
ド
の
料
開
は
な
ん
で

も
カ
レ

l
味
な
ん
で
す
。
H

竹
.
も
止
代
も

カ
レ
ー
で
す
が
、
朝
食
は
紅
茶

t
、

バ
ン
'
と
か
ケ
ー
キ
な
ど
食
べ
ま
す
。

こ
れ

t
は
別
に
、
刺
と
タ
ト
刈
に
お

茶
の
時
聞
が
あ
り
ま
す
。
判
は
起
き

て
か
ら
紅
京
と
お
茶
rr
を
食
べ
、
そ

れ
か
ら
朝
食
に
な
り
ま
す
。
タ
ド
刈
は
、

4
時
か

5
時
ご
ろ
、
み
ん
な
で
お
茶

を
飲
み
ま
す
。
こ
の
と
き
の
お
京
子

は
バ
コ

|
ラ
(
イ
ン
ド
の
パ
ぷ
・り
)

と
か
、
サ
モ
サ
(
イ
ン
ド
の
ぎ
ょ
う

ざ
)
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
ス
バ
イ
ス

ぞ
使
ウ
た
カ
レ

l
昧
で
す
。

イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
、
小
は
食
べ
ら

れ
ま
す
が
、
眠
燃
は
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。

道
に
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
は
豚
は
食
ぺ

ま
す
が
、
午
は
食
べ
ら
れ
な
い
ん
で

す
。
わ
た
し
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
す

が
、
食
常
に
入
っ
て
も
、
メ
ニ
ュ
ー

を
日
ん
た
だ
け
で
食
べ
ら
れ
ず
に
山
て

く
る
こ
?
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ぉ

削
も
飲
む
句
」
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

イ
ン
ド
と
日
本
の
カ
レ
ー

イ
ン
ド
の
わ
た
し
の
家
、
て
は
、
お

吋
さ
ん
が
ん
昨
日
毎
日
、
ス
パ
イ
ス
合

す
っ
て
カ
レ

ー
を
作
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
イ
ン
ド
の
・
カ
レ
ー
は
タ
?
ヂ
ギ

を
た
く
さ
ん
使
っ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー

グ
ル
ト
、
カ
シ
ュ

l
ナ
ッ
ツ
、
ポ
ピ

1
4
1
ド
ぞ
ぺ
ー
ス
ト
に
し
て
、
す

っ
た
ス
パ
イ
ス
を
入
れ
て
作
り
ま
す
。

わ
た
し
が
働
い
て
い
る
イ
ン
ド
料

則
前
の
カ
レ
ー
は
、
日
本
人
向
け
に

多
少
ア
レ
ン
ジ
し
て
あ
り
ま
す
。
日

本
に
米
て

7
作
に
な
る
の
で
、
日
本

人
好
み
の
昧
も
分
か

っ
て
き
・ま
し
た
。

で
も
日
本
の
カ
レ
ー
は
.
度
食
ぺ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
什
く
て
、
に

お
い
が
介
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
で
好
き
な
食
べ
物
は

日
本
の
料
即
日
、
て
は
、
う

E
ん
と
か

一大
ふ
ら
が
大
好
き
。
小
向
を
使
っ
た

L
a
--ヲM
V

午
菱
地
き
ら
お
い
し
い
で
す
ね
。
で

も
す
し
は
、
生
だ
か
ら
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
し
、
ラ
ー
メ
ン
陪
さ

ん
も
豚
肉
を
使
う
の
で
人
れ
ま
せ
ん
。

上
回
の
人
に
も
イ
ン
ド
へ

わ
た
し
は

l
年
に
.
皮
は
イ
ン
ド

に
帰
り
ま
す
が
、
そ
の
つ
・
ど
、
日
本

人
の
ぷ
述
を
連
れ
て
い
き
ま
す
。
日

本
人
に
わ
た
し
の
同
を
兄
て
ち
ら
う

こ
と
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で

す
。
以
前
、
.
紺
仁
行

っ
た
点
点
の

友
人
は
‘
わ
た
し
の
川
級
に
も
会
い
、

と
て
む
感
激
し
て
い
ま
し
た
。
別
れ

る
と
き
に
は
拭
い
て
い
た
友
人
も
。

米
作
の
l
川
仁
も
、
イ
ン
ド
に
帰

る
「
主
が
あ
り
ま
す
。
今
度
は
L
仁
川

の
人
に
ら
ぜ
ひ
、
イ
ン
ド
を
比
て
ほ

し
い
ん
で
す
。
昨
叩
明
す
る
か
た
は
述

給
を
く
だ
さ
い
。
業
内
し
ま
す
。
{ア

ク
パ
ル
・
ア
リ
ト
仁
川
市
中
央
1
1
9

|

初
包

@
8
6
5
6
)

毎
日
の
散
歩
と
う
が
い

今
で
も
健
康
で
い
ら
れ
る
の
は
、

散
歩
と
毎
日
の
、
つ
が
い
、
ぞ
れ
と
自

分
を
気
遣
っ
て
く
れ
る
孫
た
ち
の
お

か
げ
で
し
ょ
う
か
。
散
歩
は
、
豊
殿

小
学
校
の
上
の
方
ま
で
、
ゆ
っ
く
り

坂
を
登
っ
て
、
周
囲
の
景
色
を
眺
め

た
り
、
山
を
見
た
り
す
る
の
が
大
好

き
で
す
。
散
歩
の
途
中
で
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
立
ち
話
を
す
る
と
か
、
そ

ん
な
ち
ょ
っ
と
し
た
「
ふ
れ
あ
い
」

が
で
き
て
と
て
も
い
い
で
す
ね
。

う
が
い
は
、
外
か
ら
帰
っ
て
き
た

ら
必
ず
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

や
り
方
は
、
鼻
か
ら
口
に
水
を
入
れ

て
う
が
い
を
し
、
ま
た
鼻
か
ら
水
を

出
す
と
い
う
方
法
。
ち
ょ
っ
と
抵
抗

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
毎
日

や
っ
て
い
る
お
か
げ
で
ま
っ
た
く
風

邪
を
ひ
き
ま
せ
ん
。

ま
た

3
人
の
か
わ
い
い
孫
た
ち
と

は
、
い
つ
も
冗
談
を
言
っ
た
り
、
口

げ
ん
か
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
同

年
代
の
つ
も
り
で
張
り
合
っ
て
い
る

の
が
、
精
神
的
に
弱
気
に
な
ら
な
く

て
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ノ1:前進路のような t

ても税11い道で、 II転jll

仁来りながら大きな犬

舎散歩-させている人に

n'lくわしたことカfillJJ主
もあります。 自転干11i:. 
jとだけで.む少〈スペー

スがな t、;状態。 まして大きなJ七tなる t、L、

くら制L、i:カ礼、るい、っても恐怖感でい 4 は

いです。 ~よきなが l， J.ょを辿れてレれば、制の

)Jの人れ方などを調節できますが、1'1j伝市で

はそういうわけにはいきません。 このような

体験がある人li.、わたし のほかにも多くいる

と思います。 1'1分も jとを飼ったことがある

人。削 L、i:は r1'1分さえよけれli---j と，思わ

ず、車IIll、j立ては1'1転*から昨 t)てJ::.tr散歩さ

せるべ主ではないで しょうか。 (匿名)

犬の敵歩もマナーをM
W均
量
管

d
古里
一

7 9. 広報うえだ6.[9 ) 
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6 締本
c> 案内

図書館公⑫o8 8 0 

す
ら
す
に
「
練
る
」
よ
う
に

湿
り
気
を
保
つ
よ
う
保
存

エプロン百科• 
掘
り
ず
し
ゃ
刺
身
な
ど
の
生
も
の

に
、
ワ
サ
ビ
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
柴
昧
で
す
。
中
、て
も
、
供
ワ
サ

ビ
の
ぬ
に
ツ

l
ン

t
く
る
ぶ
「
昧
や
存

り
は
組
特
の
風
味
が
あ
り
ま
す
。

作
ぃ
ワ
サ
ビ
の
風
味
を
生
か
す
決
め

手
は
、
お
ろ
し
万
に
あ
り
ま
す
。
ワ

サ
ビ
を
お
ろ
す
前
に
タ
ワ
シ
な
ど
で

こ
す

っ
て
洗
い
、
包

I
の
先
で
黒
い

汚
れ
を
取
り
ま
す
。
葉
や
茎
は
外
側

か
ら
む
し
り
取
る
か
、
包
丁
で
切
り

-E--az---E------------E

・E・---

部
と
し
ま
す
が
、
主
の
付
け
似
は
残

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

砂
糖
少
量
で
よ
り
辛
昧
が

生
ワ
サ
ビ
は
似
の
先
か
ら
で
は
な

く
、
葉
や
茎
の
ほ
う
か
ら
お
ろ
し
ま

す
。
そ
の
際
、
ゴ
シ
ゴ
シ
と
手
荒
に

お
み
せ
ば
い
い

t
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
出u
か
ら

「す
る
と
思
う

な
練
る

t
思
え
」
と

い
わ
れ
、
お
ろ

し
金
に
ワ
サ
ど
を
華
直
に
立
て
、
輪

を
描
く
よ
う
に

ゆ
っ

く
り
と
川
し
な

ω
4
1
 

が
ら
、
練
る
よ
う
に
お
ろ
し
ま
す
。

{

こ
う
す
る
と
、

ワ
サ
ビ
の
細
胞
が
き

d

，，
 

れ
い
に
つ
ぶ
れ
、
空
気
が
触
れ
る
ζ

t
ζ

‘
て
平
時
が
い

っ
そ
う
引
き
出
さ
れ

9

る
の
で
す
。
ま
た
、
お
ん
し
た
ワ
サ

a

ビ
を
ま
な
版
の
上
で
、
包

T
の
汗
守

山ι

使

っ
て
軒
く
た
た
い
て
や
る
と
、
粘

-乱

り
が
出
て
宇
昧
が
哨
し
ま
す
。

咽帽

お
Z
り
し
た
ワ
サ
ビ
は
、
し
ば
ら
く

i

宅
気
に
触
れ
さ
せ
て
お
く
と
、
余
分

な
円
み
が
紋
け
ま
す
。
し
か
し
、
あ

ま
り
長
く
お
く
と
、

半
昧
や
詐
り
が

な
く
な
り
ま
す
。
す
り
伐
し
た
引
ワ

サ
ビ
は
浦
れ
た
仰
で
包
み
、
ラ
ッ
プ

で
く
る
ん
で
冷
川
崎
附
に
い
れ
る
の
が
、

k
干
な
保
存
方
法
で
す
。
濡
れ
た
仰

の
代
わ
り
に
、
よ
く
洗
っ
た
キ
ャ
ベ

ツ
や
レ
タ
ス
の
葉
で
包
む
と
、
適
度

な
湿
り
気
が
保
て
て
長
持
ち
し
ま
す
。

圏直l瞳
~~調匹

死にかたがわからない・..........・・・・・・・・・・柳田純一

平成狸合戦ぽんぽこ…...・ H ・...・ H ・-…・・高畑 動

みみすくの宙返り・・・・・・・・・・…..........・・・・五木寛之

唐九郎の世界…..…・…・...・H ・....・H ・.....松浦潤

尼寺巡礼....・H ・....・H ・-……...・H ・.....・H ・林えり子

アメリカ東海岸(ニューガイド)

ロンドン(ニューガイド)

昭和恐慌…・・………......・H ・-…....・H ・..長 幸男

緑陰の騎士….....・H ・ジエ二ファー ・ロパーンス

御堂筋殺人事件....・H ・....・H ・....・H ・......福田洋

京都 ・出雲殺人事件…-…-…・………山村美紗

ミミズと土…...・H ・..…チャールズ・ダーウィン

ウルフ運続殺人…ウィリアムL'デアンドリア

なりたい看鎌婦 ライセンスライブラリー

寅社のお給料、下さいっ 面援は漕く正しく美

しく・…・…....・H ・....・H ・女子大生就職問題調査隊

地下街の雨….........…・……-……-宮部みゆき

をけわだつみのこえ・・・・・・日本戦没学生記念会編

強制執行の行方と活用法・・・・・・・・・ 0・・・・・・・・石井正夫

ポケさん預カ、ります・・・・・・・........・・・・・・・・・後藤栄子

藤沢周平の世界・....................・・・・・・文芸春秋編

人生のターニングポイント

…口レンスM.ブラマー

恋愛相談・…....・H ・..…...・H ・....・H ・-一-梶原葉月

よみがえる地下水・・・・・・・・-各務原地下水研究会編

異費者者の時代 跨代経営者・……・・……大前研一

良質な社会と自己訂正能力・・H ・H ・.......中沢孝夫

エイズ裁判裁カ、れる人々

...・H ・...カロリーヌ・ベタツティ

心とからだのダイエット....・H ・....…一鈴木正成

一
不
用
ロ
回
に
な
っ
た
も
の
、
ほ

一

し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

一
生
活
環
境
課
(
内
線
1
3
9

一
自
)
ヘ
ご
遷
絡
を
。

マ
マ
マ
コ
1
ト
無
料
マ
，
r
Eも
服

(火

・
花
1
m
H
}

無
料
マ
ヘ
ッ
ド
ホ

ン
ス
テ
レ
オ

5
0
0
0
円
マ
ス
チ
ー

ム
ア
イ
ロ
ン
{
ハ
ン
デ
ィ
ー
女
イ
フ
)

無
料
マ
レ
コ
ー
ド
フ
レ
l
ヤ
i

5

0

0
0
円
マ
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
無
料

マ
郎
市
ガ
ス
オ
ー
プ
ン
無
料
マ
都
市

ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
無
斜
マ
鐙
割
引
だ
ん
す



健康Q&A

-・・・固・

年
固
は
乳
房
検
診
を

効
果
的
な
「
自
己
検
査
」

-
乳
が
ん
の
早
期
発
見

• 

Q 

乳
が
ん
の
早
期
発
見
で
「
自
己

検
査
法
」
と
い
う
方
法
を
聞
き
ま

ど
の
よ
う
な
方
法
な
の
で
す
か
。

し
た
。

乳
が
ん
は
ほ
と
ん
ど
の
場
介
に

『
し
こ
り
」
が
み
ら
れ
ま
す
。
ほ

か
に
も
此
府
の
ひ
き
つ
れ
、
礼
げ
の
た
だ

れ
や
く
ぼ
み
な

E
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

ら
の
山
状
を
い
く
発
比
す
る
た
め
の
五
泌

が

「自
己
検
作
.
法
」
で
す
。
礼
が
ん
は
唯

.・
円
分
で
発
見
で
き
る
が
ん

t
い
わ
れ
、

早
期
発
見
が
大
き
な
な
昧
を
ち
っ
て
い
ま

A 
-E・・・・・・・・・・・・・・•••••••••••• 

••••••••••• 

子
育
マ
ヲ
マ

• 

チ
タ
ニ

ゾ

'o
戸
市

L

、

、

.Fノ，
R
4
-

，、

池
上
喜
美
子
さ
ん

(
拘
歳
・
川
原
〉

す。
山
己
検
診
は
、
生
瑚
が
終
わ

っ
て
1
週

間
以
内
(
生
瑚
前
は
ホ
ル
モ
ン
の
関
係
で

礼
腺
が
張
り
、
し
こ
り
が
わ
か
り
に
く
い
て

閉
経
後
な
ら
円
を
決
め
て
行
な
い
ま
す
。

こ噌
』、て

3
・つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま

''」争み・勺，，。

①
見
る
|
鈍
に
写
し
て
乳
.M
に
配
布
差
が

な
い
か
、
皮
前
は
た
だ
れ
て
い
な
い
か
、

川
下
そ
あ
げ
て
へ
こ
み
や
ひ
き
勺
れ
が
な

い
か
、
な
ど
を
よ
く
れん
で
く
だ
さ
い
。

②
触
る
|
広
い
範
川
を
指
を
そ
乃
え
て
、

指
の
版
全
体
を
仰
っ
て
し
こ
り
が
な
い
か
。

ゆ
搾
る
|
札
一仙
か
ら
の
分
泌
物
は
な
い
か
。

以
上
、
お
や
つ
?
と
思
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
・
ら
、
す
や
に
呼
門
医

(
外
科
)
に

18
て
も
・ら
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
ト
仁
川
市
で

は
、
礼

M
検
診
の
際
に
h
H
己
検
診
の
お
話

••••••••

•••• 

-EE-----------------

結
婚
し
て
す
ん
¥
に
山
花
や
行
児
仁
追
わ

れ
る
何
日
て
、

こ
の
間
は
社
会
と
の
持
山
…

が
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。

f
Eも
が
は
打
倒
に
人
り
、
今
午
の
i
け

か
ら
、
ド
山
の
保
育
川
附
川州
諸
行
会
述
作
会
の

会
H
K
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今

の
か
.
坊
で
、
人
山中
に
山
る
こ
と
が
だ
い
ぶ

削
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、
品
川
削
九
ぶ
な
ど
の

慨
し
で
川
仰
は
す
る
よ
う
な
機
会
，
外
に
山

て
い
あ
い
ろ
な
人
の
川
を
聞
け
る
の
は
、

t
て
ら
フ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

い
人
い
ろ
な
品
川
刷
会
に
川
て
い
て
も
、

ウい
J

打
て
」
の
却
を
附
く
こ
と
が
多
い
の

に
ハ
バ
付
き
ま
す
。

f
rも
を
持
勺
お
川
り
さ

ち
併
せ
て
し
て

い
ま
す
。
年
に
1
皮
は
乳

防
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

乳
房
集
団
検
診
を
実
施
中

乳
房
集
同
検
診
は
、
立
月
幻
円
附
ま
で

市
内
話
会
場
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
中
込

行
に
は
受
4
8
H
時
・
会
場
な
ど
そ
は
が
き

で
辿
知
し
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
お
受
け

く
だ
さ
い
。
祈
た
に
山
・
し
込
み
た

い
人
は
、

保
健
予
防
諜

(
内
線
1
3
7
6
・
1
3

7

9
}
ま
で
ご
辿
結
く
だ
さ
い
。

-平成5年度事tJ.害集団検t会結果

受診者 4083人

要精検者 127人

乳がん 。人

手L腺疲 72人

その他の
22人

病 aヌ=も. 

---------EB-----

-----------a 

ん
た
ち
は
軒
、
あ
れ
こ
れ
迷

い
な
が
ら
、

勉
強
し
な
が
ら
，
y
打
て
を
し
て
い
る
と
思

う
ん
で
す
よ
ね
。

自
分
も
そ
ん
な
り
純
の

.
人
と
し
て
、
「

f
打
て
っ
て
、
テ
ク
ニ
ッ

ク
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
こ
と
合
出
じ
ま
す
。

育
児
品
川
と
か
参
与
に
な
る
ぷ
が
、
必
ず
し

も
そ
の
「
に
と
司
て
、
す
べ
て
中ー
で
は
ま

・，

d
、
L
C
T
。
や
ま
)

H
K
.
λ

ま
「
見
、j

t

f

t

，f
t
t
A
i
H

、J
-
t
t
T』
q
IM-

-vaqι

愛
的
」
と
い
う
か
「
点
心
」
だ
な
と
感
じ

ま
す
，

rど
も
と
山
仇
す
る
時
間
が
H
K

い
と

か
制
い

t
か
で
は
な
く
、
・
円
分
が
ど
れ
だ

け
そ
の
，
y
に
愛
川
(
点
心
)
を
持
っ
て
持

し
て
い
け
る
か
で
は
な
い
か

t
・:
。
行
っ

て
い
く
過
料
で
、
例
え
ば
航
道
に
そ
れ
で

2
0
0
0
円・

3
0
0
0
円
マ
ベ
ピ

ー
だ
ん
す

笹
川
料
マ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
終

日討

1
0
0
0
0
円
マ
泌
必
散
布
陣
同
(
エ

ン
ジ
ン
叫
刊
さ
}
5
0
0
0
円
マ
油
絵

道
具

3
0
0
0
円

マ
h

ぬ
か
ご
無
料

マ
カ
メ
ラ

2
5
0
0
円

マ
家
疑
問
フ
ァ
ク
ス
マ
冷
桜
山
州
マ

沈
滞
伶
(
無
料
で
}
マ

/
l
ト
明
ハ
ソ

コ
ン
マ
行
浅
川
ハ

f
フ
ベ
ッ
ド
マ
剣

巡
見

(

γ

仰
と
制

・
小
山
下
小
仁
川
)
マ
ポ
球

内
マ
ト
人
烈
ホ
リ
T
ン
タ
マ
キ
ー
ボ
ー

ド
マ
・
f
Eも
版

{
k
・
4
1
5
品
}

v
fど
も
服
(
川
H

・
5
h
m
ぷ
)
マ
ベ

ビ
l
キ
ャ
リ
ー
マ
食
巾
セ
ッ
ト
マ
ガ

ス
レ
ン
ジ
(
ク
リ
ル
付
き

・
L
P
ガ
ス
)

マ
ガ
ス
こ
ん
乃

(
L
P
ガ
ス
}

•••••••••••• 
し
ま
司
た
り
、
い
み
い
み
ハ
フ
ニ
ン
グ
が

あ
ゥ
た

t
L
て
む
、
以
後
は
必
ず
ま
?
す

ぐ
に
軌
道
修
正
が
で
き
る
と
い
う
‘
7ζ
れ午、

い
い
じ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
本
と
か
、

聞
い
た
ぷ
に
頼
る
あ
ま
り
仁
、
組
で
っ
か

ち
に
な
っ
て
し
ま
行
て
は
い
l

け
な
い
と
い

う
・
』
と
を
、
今
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
ョ

仰
州
市
川
の
似
品
行
会
の

H
が
を
や
4

て

い
る
関
係
で
、
川
附
代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
仏
が
り
、

μ
川加
mh父
陥
悦
む
ヤ
タ
く
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
な
ん
で
も
、
ゃ
だ

t

川
仙
丹
て
や
司
て
い
れ
ば
2
日
'
U
3
的
も
山

一
怖
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
フ
ラ
ス
ぷ
山

で
栄
し
く
や
乃
う

t
思
っ
て
い
ま
す
。

7 9. 広報うえだ6.-n什EE
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情報

イベントがいっぱい

動物好きの人はどうぞ

1>とき/9月23日会午前

1011寺ー午後 311寺

1>ところ/上回城跡公園

内(二の丸)

b内容/犬の里親授し、

子犬・猫の飼い方教室、

珍しい猫展、重h物何で

も栂談・健康相談、普

察犬模範演技、言導犬

を閤んでなど

1>その他/子ともの参加

者には、綿飴をプレゼ

ントします1

1>問い合わせ/上国保健

所(合231 2 6 0・内

線 21 6 3 ) 

「
き
の
こ
展
」
お
お
ぜ

い
の
お
出
か
け
を
/

••• 
ト
小
き
の
、
』
中
品
防
止
椛
進
協
議

会
の
主
催
で
『
き
の
こ
桜
」
を
聞
き

ま
す
。

マ
と
き
9
川
げ
日
ω
i
m
H
m

午
前
川
時
i
午
後
6
時
(
刊
日
は
午

後
4
時
ま
で
)
マ

と
こ
ろ

k
川

西
武

マ
内
容

き
の
こ
展
示
会
、

き
の
こ
相
談
室
、
き
の
こ
写
兵
展

・
き
の
こ
中
毒
に
ご
注
意
!

①
知
ら
な
い
き
の
・
』
は
食
べ
な
い

②
必
き
の
、
』
を
党
え
ま
し
ょ
う

-
市
き
の
こ
相
談
員

{ 

知
ら
な
い
き
の
こ
は
、
き
の
ζ

相

談
札
に
ご
相
川
内
く
だ
さ
い
。

マ
清
沢
久
人
さ
ん
(
小
泉

・
宮
@

1
6
6
0
)
マ
石
板
法
男
さ
ん
(
上

町怖い札・

2
@
5
0
1
1
)
マ
佐
藤
間

た
さ
ん
(
殿
峨

・
告
の
}
1
3
9
0
)

マ
山
市
白
る
り

f
さ
ん
(
紘
が
戸
川

・
告

の
)
3
5
0
G
)

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
/

創
造
館

9
月
の
催
し

---

A
V
星
空
観
望
会

円

v
と
き
9
H
N
n
附
午
後
7
昨

日

ω
分
i
9
時
{
午
後
7
時
初
分
ま
で

に

集

合

)

マ

参

加

費

無

料

マ

そ
の
他

雨
天
公
天
時
は
プ
ラ
、
亦
タ

リ
ウ
ム
で
説
明
。
小
巾
'
学
作
仁
以
ド
の
人

は
保
護
者
同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
講
座

マ
日
程

初
級
コ
!
ス
・
:
同
月
日

日

i
u
n
ロ
H
の
毎
週
k
肌

n、
中

級
コ

l
ス
:
・
日
月
初
日
1
U
川
口
付

の
心
得
迎
k
附

日

マ

と
き

午

後

1

時
初
分
1
3
時
初
分
マ
募
集
人
員

九
コ

l
ス
加
入
{
光
者
順
)
マ
受

け
付
け

9
月
初
日
ω
午
前
9
時
よ

り
電
話
で
創
造
館
ヘ

マ
受
講
料

。
介
コ
1
ス

I
M判
た
り
5
0
0
円

-
第
5
回
一
般
成
人
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き
9
川
口
H
ω
・
凶
日
川

l
l
h
H
リ
、
f
ト

ru--'・

r
'
H
A
'
'
b
Mけ

V
A
U・ト
J

守
〆
品
リ

-
H
H
t
‘
"
H
1

ム

t
k

u
n
q
d
''

J

T

、A具

象

L
L
小
地
峡
伐
休
ま
た
は
勤
務
す

る川崎

-r以
上
の
人
初
人
(
巾
込
順
)

マ
受
講
料
5
0
0
円
マ
申
し

込
み

9
月
日
日
例
午
前
9
崎
か
ら

屯
話
で
創
造
館
へ
(
宮
@
1
1
1
1
)

av第
E
土
曜
日
学
習
施
設
活
用
の
催

し
「
太
陽
っ
て
ど
ん
な
天
体
」

マ
と
き
9
川
叩
け
ω
午
前
叩
時

i
約
1
時
間
午
前
日
時
ま
で
に
お

越
し
く
だ
さ
い
マ
参

加

費

無

料

。
第

4
回
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

9
月
日
H
同
午
前
9
時

加
分
1
午
後
4
時

マ

対

象

上

小

地
域
の
小
乍
4
年
生
i
中
乍

3
年
ル
ー

ま
で
の
初
心
丹
純
子
叩
訓
(中
込
似
)

マ由申
し
込

み

9

け
4
H
仰
午
前

9
時
よ
り
一
屯
訴
で
制
活
断
へ

勤
労
占
少
年
ホ

l
ム

m月
講
座
の
参
加
者

マ
対
象
市
内
に
住
む
か
市
内

事
業
所
に
勤
持
す
る
却
歳
ま
で
の

勤
労
庁
年
の
人
マ
由
申
し
込
み

9
H
同
日
山
川
1
川
幻
日
制
に
円
少

q
ホ
1
ム
へ
受
み
料
を
治
・
λ

て山中

L
込
み
く
だ
さ

い、
。
・中山，
d
で
も
受

け
付
け
し
ま
す
。
{宮
汎Y
t
-
-
7
}

マ
受
講
料
2
0
6
0
川
(
パ

ソ
コ
ン
れ
主
は
1
0
3
0
円
)
ほ

か
に
利
川
者
協
議
会
費
5
0
0
円

-勤労青少年ホーム10月開穆謙虚の日程と内容

講座名 i沼81 期 間!回制定員

10/3-3月中旬120回113人

月)1月 11日々-3月中旬 120回118人

笠1:1'花憾(草 月)1火 110/4-3月中旬1201El 1 18人

生け花教室(省練蹴)1水 110/5-3月中旬120回11臥

隼l沼教室(池 銭)1木 1101ト 3月中旬120回118人

初心者パソコン教室|金 110/7-12 9110回11臥

・五時間は各隷座とも午後 6時30分から 8時30分まで

月千家)

笠け花教室(怠

茶道教室(漢

申し込みは 9月1613幽から

(12) 7 9. 広報うえだ6.



• 各ホールイベント案内 I 
i -~ ~ -，今;苅 h ・、一;

九;地説!域防L・

、句、事正hRtJRHEV
!.1立を???

{主催者の郵合により変更する場合かあります)

信
州
大
学
放
送
公
開

講
座
に
ご
参
加
を
/

••• 
-
テ
レ
ビ
に
よ
る
放
送
公
開
講
座

マ
科
目
大
地
が
語
る
信
州
の
4

億

年

マ

放

送

時

間

M
H
l
H
ω

ー
は
川
引
け

ω
(じ
ゅ
迎

K
M
U、
は

例
)
午
前
5
時
品
分

1
6
時
初
分
、

S
B
C
テ
レ
ビ
で
欣
込

-二の丸1-2.ft@0762
月日 催 し 時間 入場E方法 問い合わせ

9/17 第19回
.JAフェスティパル

10: 00 無料 上田市農協
18 

日18 第46団長野県川柳大会 10: 00 1500円
中村笑福

(弁当付) か lle7 

a 23 
第9固
上回東高絞吹奏楽班 14: 00 無料

上回東高校

定期演奏会 ~ 0101 

市民会館

-材木町トト3・fi@0760文化会館

-
ラ
ジ
オ
に
よ
る
放
送
公
開
講
座

マ
科
目
教
養
と
し
て
の
医
療
i

い
の
ち
を
救
う
看
護

・
検
究
・
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

i

マ
放
送
時
間

m
H
M
日
川
1
翌
年
1
日
目
口
附

(
ト
時
迎

U
眼
目
、
日
阿
)
午
後
7
時

1
7
昨
応
分
、

S
B
C
ラ
ジ
オ

・
募
集
内
容

マ
応
募
資
格

σ均
等
中
校
学
業

料
収
の
山
下
h
H
e
訂
し
て
い
る
こ
と

②
受
講
す
る
講
時
の
テ
キ
ス
ト
を
購

入
す
る
こ
と

③
学
習
指
導
仁
出
席

す
る
こ
と
④
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

協

h
す

る

こ

と

マ

募

集

定

員

作

3
0
0
人

マ

受
講
料

無
料
(
必

要
経
貨
は
受
品
供

n判
)

マ

応
募

期
限

9
川

初

日

伽

マ

問
い
合
わ

せ

い

州

大

学
中
旬
部
学
生
課
(
宮

0
2
6
3
@
」
0
0
5
}

9 簡易保険

出10 生きがいシンポジウム 14: 00 無料 加入者儲会
哩{;2119 

議
上田市少年少女合唱団 上田市少年

定期演奏会
14: 00 有料 少女合唱団

oi_~ 0102 

員
吉江忠男・主催村操

14: 00 1000円
ジョイント・コンサート ~. 4100 

12日51 

創立25周年記念
9 : 15 無料 上2回7岳19嵐87会

上回岳嵐会B書道大会

創造館

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

「
ひ
と
言
」
を
ど
う
ぞ

••• 
附
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
ヂ
続
技

大
会
組
織
委
日
以
会

(
N
A
O
C
)
は、

片
野
オ
リ
ン
ヒ
ッ
ク
に
勺
い
て
の
粁

さ
ん
の
ご
立
見
ご
.
県
明
な
ど
を
お
聞

き
し
、
大
会
情
陥
と
辺
川
一
川
柴
崎
に
引

か
し
て
い
き
た
い
と
P
Jえ
て
い
ま
す
。

マ
あ
て
先
長
野
山
川
A
H
祈
川
3

1
0
9
1
6
3
K
T
ピ
ル

N
A
O

C
事
務
局
企
州
財
政
課

(2
0
2
6

2
③

1
9
3
2
)
作
所
、
氏
%
、
年

齢
、
屯
吋
γ
州
揺
り
も
忘
れ
ず
に
。

上
小
地
区
女
性
ワ
ー

プ
ロ
技
術
講
習
会
ヘ

タ ・
I 1え・
の野 ・

i提次
て1'1:
す:f.i
‘業

サ

ピ
ス
セ
ノ

-連続篇座(10回講座)

編座名・ァーマ 募集定員 第，曜日・時間

!被宵調度l 10/11-12/20 
子どもの発逮 ・ 20名 の毎週火曜日

教蘭 ・親子関係 19:0日-20:30
{情報調Jil 10/13-12/22 
戦わない 30名 の毎週木償問

コンピュータ 18:30-20・。。

畏野大学公開講座

マ
と
き
り
川
印
日
山
i
川
川
H

H
ω
の
う
ち
何
日

川

マ

と

こ

ろ

働
く
婦
人
の
家
(
材
木
町

1
.
l
H
)

マ
応
募
資
格

ワ
l
フ
ロ
技
術
を

取
得
し
、
就
業
し
た
い
久
性
で
、
ん
k

肱
柳
川
内
日
制
引
を
叉
識
で
き
る
人
マ
募

集
人
員

初

人

(
巾
し
込
み
順
)

マ
受
講
料

い
燃
料
(
た
だ
し
教
判
官

は
れ
じ
れ
判
)
マ
申
し
込
み

l
.

小
地

H
引
務
所
町
中

A
K性
就
業
相

品
川
判
中
l

(
宮

5

7
1
2
2
)

中
小
企
業
大
学
校
で

研
修
会
開
催
し
ま
す

••• 
t

、、
・6.ょ
う
〆
E
・L
・t
.£

r
t、

け

1
4
4
H
Alf
ι
1
4・h
ν
1
て
:

小
小
企
業
計
研
修
の
そ
品
計
を
必
比

な
わ
り
、
山
労
政

A
に

し
て
い
ま
す

て
、
交
講
料
助
成
制
ば
も
あ
り
ま
す

u

マ
問
い
合
わ
せ

い
山
仁
ぷ

b受鏑料 6∞日円+センター登録制(1000円)

{
内
線

-募集期間 9月初日幽まで

・問い合わせ 長野大学生涯学習セ

ンター(合i9，OOO7)

[13) 7 9. 広報うえだ6.



-情報テーブル・

--里!ま全国下水道促進デ-

光3まち
下水道は、わたしたちが健康で明るい文化的な生活を

するために欠くことのできない公共施設です

上田市の公共下水道は、昭和47年 7月に供用を開始し、

平成 6年 4月 1日現在て約3万5千人が利用しています

昨年末に千曲川左岸地区および東部 ・神}II・神科地区

の下水道区域が認可され、一部で工事も始まっています。

市では、全国下水道促進デーに合わせて、 9月10日出

午前中、下水浄化センター (秋和)の一般開放を行いま

す。 このほか、下水道課では「下水道なんでも相談所J

を 9月 |日榊から 13日仰まで開設しています。

また、 B本下水道協会では、 下水道促進デーに合わせ

て「下水道いろいろコンクール」の作品(ホスター、作

文、標語、写真)を募集しています。

下水道本管理設工事中は、長期間にわた り、通行止め

や片側通行となります ご迷惑をおかげ しますが、 下水

道整備促進のため、二理解・ニ協力をお願いします。

1>問い合わせ 下水道課(内線1533-1537)

魚すむ川屋
外
広
告
適
正
化
旬

間
「
景
観
」
一
斉
点
検

••• 
Mm
外
広
行
物
条
例
(
県
)

の
改
正

に
作
い
、
同
外
広
行
物
適
正
化
旬
開

f 

.r下水道いろいろコンクール」募集著書項(日本下水道協会)

量重 箱 規 格

B4-A 2~同j以内。クレヨン菌、水彩画。rs月
ポスター 10白金箇下水道促進デーJの文字を入れる。

中学生 (ただし、小学校1-3年笠は入れなくともよい)

小学生は即日-1600~字以内。中学生1ët: 1600-êOOO
イ管 ){ 

中学生
字以内。400字詰め原稿用紙(たて書き)を使用
し、タイトルを明記。

標 議 制限なし 宮製はがき1枚に作昂1J点(応募点滋制限なし)

キャビネから四つ切判まで。白察、カフーいす

写 莫 制限なし
れでもよく、自作釆発表のもの。応、募点数に郡j
限はないが、単写真・紐写真 (3枚以内で帳番
をつける)の区別を記入。

それぞれ住所、氏名、 事車業(小 ・ 中4臼学rn生~~は学校名、学年)、

応募要領
年鈴、電話番号を記入し、 1 1 月248rn~までに下水遜諜ヘ提
出してください。学校などで応募する窃合は、学校単位で
まとめてください。

危
険
物
取
扱
者
試
験

と
そ
の
準
備
講
習
会

••• 
・
危
験
物
取
扱
者
試
験

マ
と
き

叩
円
お
n

M
M

マ
と
こ

ろ

而
内
(
会
場
は
後
日
通
知
)

マ
申
し
込
み

9
月

8
日
附

l
m
u

m
マ
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
下

防

諜

(
宮
@
0
1
1
9
)
、
地
方
事
務

所
総
務
課
(
包
@
1
2
6
0
)

-
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

マ
と
き

9
川

m
H附

マ
と
こ

ろ

山

民

会

断

マ

申
し
込
み

9

月

8
H
附
l
刊
日
間

マ
参
加
費

有

料

マ

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部

予
防
課
{
宮
@
0
1
1
9
)

(14) 

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
改
正
に
よ
り
、
公
衆
小
山
品

ボ
ッ

ク
ス、

品川
H
V
機
、
道
路
撚
識
、

・屯

、
紅
、
街
路
灯
な
.
ど
に
は
、
以
外
出
行
物

全
掲
示
す
る
、
」
f

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

旬
問
中
は
、
以
外
広
行
物
の
表
ぷ

の
適
一止
化
を
川内
る
た
め
、
ぷ
ぷ
禁
止

物
件
の

.
六
点
検
を
、
対
観
サ
ボ
|
タ

!
な
、
ど
の
参
加
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
明
か
な
れ
然
に
川

ま
れ
た
託
観
念
守
る
た
め
、
何
日
外
凶

作
物
条
例
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

マ
期
間

9
川

m
H
ω
(川
町
外
出

行
の
け
)

1
凶

日

仰

マ

問
い
合
わ

せ

州
市
邸
説
法
(
内
線

1
3
8
7
)

7 

「爆
音
機
」
で
周
囲
に

迷
惑
を
か
け
な
い
で

9. 広報うえだ6. 

••• 
日
告
別
こ
な
り
、
k

H
hγHK
針
討

U
U引

EmEisa'
'
t
‘

d

J
'a's
aュ
‘4
・ZEE

-

で
は
計
九
威
嚇
川
の
爆
庁
機
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
保
引
け
機
は
作
物
を
守

る
た
め
に
は
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、

使
い
占
に
よ

っ
て
は
騒
庁
公
合
の
-
-ん

と
な
り
、
同
川
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

市
条
例
、
て
は
、
人
家
か
ら

1
0
0

メ
ー
ト

ル
以
内
の
場
所
や
伎
7
時
以

降
の
能
川
を
紫
止
し
て
い
ま
す
。

こ

れ
ら
の
場
所
や
時
間
併
で
は
絶
対
に

佐
川
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

引
活
環
境
課
{
内

線
一1
3
8
9
)

ア
年
版
「県
民
手
帳
」

予
約
を
受
付
中
で
す

••• 
身
近
な
情
報
・
役
立
つ
パ

ー
ト
ナ

ー

t
し
て
ぢ
使
い
く
だ
さ
い
。
統
計

情
報
を
利
附
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

資
料
編
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

マ

装

傾

ビ

ニ
ー

ル
製
表
紙
{
刊
日

.
8
今

×

7
・
8
勺

・
2
8
0
Aa
)

マ
頒
価

3
8
0
円

マ
申
し
込

み

9
月
初
日
悩
ま
で
に
企
州
説
(
内

線
1
2
2
6
)

へ
。



• 
小さなシールで大きな安心」

9月 IIヨから30日まで「無保険(無共済)バイクを

なくそうキャンペーンJ を行います。250α以下のバイ

クには車検制度がないこともあって、継続契約をつい

忘れがちです。バイクだからといって油断は禁物。法

律でも加入が義務づけられています。未加入バイクは、

ただちに加入手続を。 ・問い合わせ 運輸省新潟陸運

局長野陸運支局輸送諜 (fi0262@4603)

「自賠責ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

ハ
ア
月
届
け
出
分
・
敏
都
路
〉

池
川
良
市
r

H

以

仏

師

1
H
a
H
H
Z
H
Z
h仕
比

，

R
J

ip--
4
A

川

HS

F

6

竹

内

カ

ン

伊

勢

山

部

-
i
‘

・

・

i

j

欠

川

町

ふ

さ

川
1

均
山
副

長
作
小
帆
阪
大
子
町
山
引

小
本
川
H

栄，

r
八

鈴

川

;
ト
:
・
・
i
!
?

l

J

urf久
力
凡
い
抑
制
一
引

川

中

川

千

代

命

升

創

・・』-
E
E
-
--

、.
E
'

i
H
H
'

同
日
川

内
4
4

・
け
れ
N
e
S
引

い

刊

M
刈

ωo

hμ
谷
川
ま
さ
み
・
K

M
仰山川

・1

H

2
リ
川
v

h
H
l

μ

1

2

・L
e
r
h
z
T
H
J
U川
』

T
μ
υ

向

U
n
x
m川
化
.
大
川
町

Mm

l

・-
Is

i

-
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林
誠
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M

川

卯

片

山

山

村

本

何

時

「
取
り
嬢
し
家
屋
」
は

お
早
自
に
届
け
出
を

••• 
家
屋
(
住
宅
、
倉
庫
、
車
庫
、

物

置
な

E
)
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取

り
壊
し
た
ま
ま
未
届
け
に
な
っ
て
い

る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

取
り
壊
し
家
屈
が
あ
っ
た
と
き
は
、

千
平
下
二
「
h
k
り
衷
し

1
h
H
h
・
を

d

1

t

t

J

I

l

-

-

L

;

 

資
政
税
ぷ
ま
た
は
ぷ
所
へ
他
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
法
務
川
に
登
記
さ
れ
て
い

た
家

M51、
今
年
中
に
滅
失
枝
記
を

h
M
μ
p
t

・
-
、
，
出
R

r
』

9
-

h
柏
制

L
J
t
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封

切

開
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金

作

進
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町

凶
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太
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吉
山
行
下
部

飯
保
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ゐ
p
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滞
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上
野
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緒
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諏
訪
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中
村
栄
三
郎
ト
八
尾
田

原

傑

叩
H

常

人

前

山
中
滞
キ
ク
ノ
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初
日
出

片

附

俊

小

牧

町

尼
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陀
奥
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泌
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H
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が
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・山町
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野
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山

山
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同

山
港
叫
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.卜山
畑

山

加

水
作
つ
y

d

H

貼

M
K
町

引

金
子
政
太
郎

.F川
Mm仰
町
布

掛
川

t
め

住

t
n
が

丘

別

す
る
場
合
は
、
提
出
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

マ
問
い
合
わ
せ

資
産
税
課
(
内
線

1
2
9
6
・
1
2
9
7
)

「
国
保
」
の
保
険
証
か

m月
か
ら
新
し
く
/

••• 
引
伐
の
川
川
氏
雌
版
保
険
の
保
険
証

は

9
川
初
日
閥
、
て
有
効
期
限
が
切
れ
、

刊
川

l
け
か
ら
析
し
い
保
険
庁
叫
に
.
史

析
さ
れ
ま
す
。

訂
L
、ー川
本
食
.
止
ま
9
1
4
1
ユ
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-
-
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叫
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t
-
-
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'

'i

日
州
喝
し
れ
れ
引

z
l

ノ

A

T

J

P

D

…
-M淳
行

代

同

分

剖

松
山
徳
犬

A
M

升

田

北

沢

抗

特

有

八

木

沢

卸

九
厄
日
下
総
口
町
町
内

出
野
崎
文
子
ド
極
民
肝

抗ハ
m

波
及
品
下
-
品
川
湯
町
幻

自

白

持

清

下

本

郷

市

小
宮
山
コ
J

一郎
手
四
時
的

政
行
常
主
総
が
段
高
門
日

ん
れ
収
節
子
.
ト
常
間
引

一戸
谷
い
.
小
・
常
川
出

向
野
し
ゃ
う

.
h
M仰
河

瀬
作
倣
・
・
叫
州
川
山
問

問
与
さ
の
t
l
H
U・
本
船

羽
人
川
よ
し
下
州
町
内

牧
肝
せ
ん
千
山
町
一
川

似
Mm
肝

ぷ

げ

る

保

野

加

小

休

ハ

ナ

問

問

川

掛

川
崎
川
町
治
人
伊
勢
山
刊

仁
郵
送
し
ま
す
。
引
在
の
保

険
証
は
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
て
印
日

1
円
以

後
な
る
べ
く
u
T
く
お
返
し
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
悶
保
年
金
課
(
内

線
1
3
6
7
)

無
料
法
律
相
談
所
へ

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
/

••• 
長
野
県
弁
謎
士
会
上
問
地
区
会
と

上
回
裁
判
所
調
停
委
員
協
会
で
は
、

長
野
地
方
裁
判
所
上
印
支
部

・
長
野

家
庭
裁
判
所
上
回
支
部
の
後
援
に
よ

¥
ノ

・
お
盆
が
過
ぎ
、
多
少
の
お
湿
り
も

仙
波
記
J

あ
り
、
朝
夕
は
涼
し
く
な
っ
た
が
、
日

制

後

」
中
は
ま
だ
暑
い
臼
が
続
い
て
い
る
。

/
l
¥

わ
た
し
は
、
非
常
に
汗
か
き
な
の
で
、

夏
の
悶
は
タ
オ
ル
を
手
放
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

朝
起
き
て
か
ら
夜
寝
る
ま
で
、
い
つ
も
傍
ら
に

は
タ
オ
ル
が
あ
る
。
昨
年
か
ら
、
市
役
所
も
冷

房
が
入
る
よ
う
に
な
り
、
昼
間
は
快
適
に
な
っ

た
が
、
外
に
取
材
に
出
か
け
る
と
き
な
ど
は
、

玉
の
よ
う
な
汗
が
吹
き
出
す
。
広
報
を
自
治
会

の
位
置
市
数
に
こ
ん
包
す
る
と
き
に
は
、
冷
房
も

な
い
狭
い
部
震
で
、
タ
オ
ル
を
鉢
巻
き
に
し
て

の
作
集
。
文
字
通
り
汗
水
流
し
た
?
広
報
だ
。

と
こ
ろ
で
汗
を
か
く
と
欲
し
く
な
る
の
が
ビ
ー

ル
。
今
日
も
綴
切
り
前
を
忘
れ
て
・
:
(
た
な
か
}

り
、
「
法
の
日
」
週
間
の
行
事

t
し
て
、

無
料
法
律
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

マ
と
き

叩
月
日
日
附
午
前

9
時

1
午
後

3
時
鈎
分

マ
と
こ
ろ

商

工
会
議
所
5
階
ホ

l
ル

10月1日から更新に

ふ
る
さ
と
フ
ァ
ク
ス

ご
利
用
く
だ
さ
い
/

••• 
自
治
行
で
は
、
広
〈
同
氏
の
品
川
さ

ん
か
ら
、
地
点
行
政
に
対
す
る
'
川
治

大
胆
へ
の
的
制
的
な
従
え
を
い
た
だ

く
た
め
「
れ
治
大
医
へ
の
提
案
フ
ァ

ク
ス
」

1
ふ
る
さ
と
フ
ァ
ク
ス
ー
を

設
問
し
ま
し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
フ
ァ
ク
ス
番
号

0
3
1
3
5

8
1
1
6
9
8
7

マ
受
付
時
間

午
前

9
時

i
午

後

6
時
(
土
限
、
日

曜
、
祭
円
を
除
く
)
マ
問
い
合
わ

せ

自
治
大
臣
官
一
一時
広
報
室

(8
0

3
1
3
5
9
1
1
0
2
7
9
)
 

-
た
ま
た
ま
昨
年
、
友
達
に
「
早
起
き
野
琢
』

の
チ
ー
ム
に
誘
わ
れ
て
、
緩
い
自
を
こ
す
り
な

が
ら
野
球
を
楽
し
ん
で
い
る
。
人
が
寝
て
い
る

(
自
分
も
も
っ
と
寝
て
い
た
い
)
時
間
に
一
民

合
済
ま
せ
て
か
ら
仕
'
に
行
く
の
で
、
物
好
き

と
い
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
で

も
寝
過
ご
す
の
も
、
自
分
は
尚
南
習
犯
の
よ
う
だ
。

野
放
と
い
え
ば
『
夏
の
甲
子
厨
』
は
感
動
的

だ
っ
た
。
準
決
勝
と
決
勝
戦
の
白
は
、
締
め
切

り
の
た
め
に
体
白
出
動
。
欲
を
言
え
ば
、
決
勝

戦
9
回
の
衰
の
「
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
』
は
、
テ

レ
ビ
で
見
た
か
っ
た
が
:
。
あ
の
奇
跡
の
よ
う

な
ホ
ー
ム
ラ
ン
と
信
・
縁
、
今
回
は
編
集
が
だ
い

ぶ
遅
れ
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
間
に
合
っ
た
の
が

不
思
議
な
く
ら
い
だ
。
(
に
し
ざ
わ
)

7 9. 広報うえだ6.[15] 



0'ニ6

・瀬下航くん
(1歳1か月・ j毎野町)

rようやく歩くようになり、

おじいさんと毎日外を倣歩

するのが白書撃です」と、父
の敦さん。

保健診D診
保健予防諜(内線 1374)

-三種混合予防接種

21叫日以降~))IJぷのとおり ij-l、ます。 8ftに 1J~lの

Ilnl11を持帽できなカ・った幼児も、 f陥11，まで合める

t 31nlできますので、お.1けください。

詳しくは、 8)1 I 11 付け「広宇|むをごはく fごさし‘。

;~，接種時間は、午後 | 時30ヲーから 2 時30介まで。

ル駐車場が狭いため、牽での来場はなるべくご遠慮〈

ださい。

ー三種混合予防接種目程表(2回・3回)

A2a2』E 場 名
実施日

対象地区
2回 3図

市保健センター
10/19 

南部・北部

上野が丘公民館
9/20 

神科・霊殿
(1¥) (*1 

JII 辺 町 4222h E 鎗 川辺・泉田

川西社会福祉センター 9/21 10/21 JII 西

神川 地区 公民館 (Jj() (付 神 JII 

市保健センター 9/27 10/25 西部・寝尻

4包囲母子健康センター (刈 {刈 4包 回

市保健センター 9/28 10/26 東部・中失

一 好 町 ~ 館 (Jj() (*1 械 下

予 市保健センター 1l/18f俗
南部・北部・首都・塩尻

川辺・泉国・神科・豊殿
備

市保健センター n/22(刈
束事s.中央・城下・神川

日 温図・JIIe9

-あなたも食生活改善推進員に

食生活改汗推進U(食改!1) ti.、食を'11心とした健

康づくりの';11，識を深め、地域の押さんに伝えています。

そこで、食生活改持推進協議会の会1iになるための他

康教室を聞きます。 あなたも食改11になって、飽I，J~づ

くりの輪ぞlぶめてみませんか。

t>とき 9 )13011 伽-1l)J221l(刈((; 1111) t>定員

25人 b受講料 2.50OPJ (ヘルスチェック.， i)i~ .f11t材

料費など) t>申し込み 9川11 11 (ねまでに保健 ]'-1坊

深(内線1379) へどうぞ。

・会員になるための健康教室日程表

回 月 白 時 間 内 "田噌島 喝 pfi I 

開潟式
上 国9月30日出島 9 :00-12:00 ヘルスチェック(心電図、運勧

処方、食碩診断など) 保健所

r鑓t書館果・私の体はだし1じよ
上 国2 I 10月7自動 9:30-12:00 うぷ?J
合同庁禽議鏑.伏J!-上回保健所長

. 食'診断崎県 働 く3 I 10月14日宣言 9:30-15:ω 調盟実習バランスのよい食
婦人のlR事のために(j担当:;;聖書E士)

4 I 101司28白金 13:30-16:00 
鰻近ld胞の病気について よ 回

担当:保健婦 ・*努士 合同庁舎

51 11月!日日制 13:30-16:∞ ほっと一息タイム心の健康 上 自

担当.保健婦 合同庁会

6 I 11月22白内 13:30-16:0。まとめ閉腸式
上 国

合同庁倉

-寝たきり老人をささえる家族の会

1>とき H ) J 1 I rH!jq午後 111拘()分ヵ・ら 31防:30分 t> 

ところ i民地センター(市役所出li'介 21帯) t>内容

介護体験の d，r.. し介い、情宇Il~ど挽など t>その他 、11

11 、介，r盟を(~わ ってく れる人ヵヘ、ない場合は、/(\1:-人ボ

ランティアがfliJl .ますので、 9)J 7 1I(!jqまでにご辿給

ください。1>問い合わせ 保健 r防課{内線137i)

-講師

長谷川崎 f氏
(国立東信病院麻酔科医長〉

岩)1:まつよ氏
(信越放送報道制作局

制作部次畏〉

、
コ

町

胎

l

町
時
間
山
山

内

'''Jq
崎

市

鴨

m

J

J

E

(
 

ん
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引
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ぺ
M
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午
文
雄
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